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〇令和７年度秋田県宗務所事業報告

〇令和７年度秋田県宗務所歳入歳出決算報告

〇梅花流特派巡回・特派布教巡回・他



　～　令和八年度　禅を聞く会　～
演　題　「　　三 つ の 心　　」
講　師　　大阪府　如来寺　御住職

　　　　　釈
しゃく

徹
てつ

宗
しゅう

　老　師　
日　時　　令和８年 11 月 25 日（水）
　　　　　受付　12：30　　開演　13：00
場　所　　秋田キャッスルホテル　入場無料

【講師プロフィール】
僧侶。宗教学者。武蔵野大学総長。相愛学園学園長。日本宗教学会常務理事。
浄土真宗本願寺派如来寺住職。NPO法人リライフ代表。
宗教思想や宗教文化の領域において、比較研究や学際研究に取り組む
仏教伝道文化・沼田奨励賞（第五十一回）を受賞
【論文】「不干斎ハビアン論」涙骨賞優秀賞（中外日報社）。
【著書】「落語に花咲く仏教 宗教と芸能は共振する」河合隼雄学芸賞（第五回）
　近著に『喜怒哀楽のお経を読む』（朝日選書）、
　　　　『住職さんは聞き上手』（晶文社）など。

所
会
人
権
学
習

所
会
議
員（
各
教
区
長
）

所
会（
副
議
長
・
参
与
）
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去
る
七
月
二
十
二
日
、
今
期
宗
務
所
役
職
員
に

と
っ
て
最
後
と
な
る
通
常
宗
務
所
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
第
十
八
教
区
長
藤
原
徳
義
議
長
の
円
滑

な
議
事
進
行
の
も
と
、
上
程
し
た
事
業
報
告
、
決

算
報
告
、
補
正
予
算
案
は
す
べ
て
満
場
一
致
で
ご

承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
与
の
國
安
大
智
宗
議

老
師
及
び
所
会
議
員
諸
老
師
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
案
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
の
所
報

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
高
覧
下
さ
い
。

早
い
も
の
で
、
私
ど
も
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ

三
ヶ
月
程
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
四
年
十
二
月
十

日
、
現
在
の
役
職
員
に
よ
る
宗
務
所
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。前
期
職
員
八
名
の
う
ち
六
名
が
残
り
、

そ
の
う
ち
教
化
、
梅
花
、
人
権
の
三
名
が
担
当
主

事
を
留
任
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
前
例
の
な
い
体

制
を
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
異
例
と

も
い
え
る
人
事
を
お
認
め
頂
き
ま
し
た
有
道
・
總

和
両
会
派
の
執
行
部
の
諸
老
師
に
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
人
選
の
理
由
は
、
任
期
前
半
の
二
年
が
東

感
謝
と
と
も
に

秋
田
県
宗
務
所

所
長

袴

田

俊

英

北
管
区
事
務
局
の
当
番
県
と
な
る
こ
と
、
そ
れ
に

伴
い
翌
年
度
に
宗
門
護
持
会
東
北
管
区
集
会
開
催

県
と
な
る
こ
と
、
併
せ
て
瑩
山
禅
師
七
〇
〇
回
忌

大
遠
忌
予
修
法
要
を
厳
修
す
る
こ
と
が
、
あ
ら
か

じ
め
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
前
期
の

任
期
終
了
を
待
た
ず
に
十
一
月
十
日
管
区
事
務
の

引
継
ぎ
が
行
わ
れ
、
就
任
後
間
も
な
く
の
管
区
所

長
会
、
全
国
護
持
会
長
会
理
事
会
に
は
日
程
会
場

を
決
め
て
報
告
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。
管
区
の
会
議
の
設
定
も
行
い
な
が
ら
の
作
業

で
、
今
思
え
ば
役
職
員
の
引
き
継
ぎ
の
時
間
も
十

分
に
取
れ
な
い
ほ
ど
の
過
密
な
日
程
で
あ
り
ま
し

た
。宗

務
庁
・
大
遠
忌
局
と
打
ち
合
わ
せ
の
結
果
、

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日
、
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

テ
ル
に
お
い
て
挙
行
す
る
こ
と
と
決
定
し
、
当
日

は
先
ご
ろ
御
遷
化
さ
れ
た
南
澤
禅
師
猊
下
御
親
修

の
も
と
大
遠
忌
予
修
法
要
が
執
り
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
東
北
六
県
の
教
区
護
持
会
長
様
、
教
区
長
様

の
ご
出
席
を
得
て
管
区
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
無
事
円
成
で
き
ま
し
た
の
も
、
当
時
の
大
渕

宗
務
所
護
持
会
長
は
じ
め
各
教
区
護
持
会
長
様
、

教
区
長
諸
老
師
様
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
御
寺

院
様
の
お
力
に
よ
る
も
の
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

同
じ
く
令
和
五
年
九
月
二
十
七
・
二
十
八
日
の

二
日
間
に
渡
っ
て
管
区
人
権
啓
発
研
修
会
が
大
館

市
花
岡
に
お
い
て
、
翌
令
和
六
年
七
月
二
十
五
日

管
区
布
教
講
習
会
、
二
十
六
日
特
設
布
教
師
検
定

を
補
陀
寺
様
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。
九
月
三
・

四
日
に
は
管
区
寺
族
研
修
会
が
秋
田
市
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

こ
の
四
年
間
、
管
区
事
業
の
み
な
ら
ず
、
日
常

の
宗
務
所
業
務
が
曲
が
り
な
り
に
も
遂
行
で
き
ま

し
た
の
は
、
県
内
寺
院
諸
老
師
、
寺
族
様
、
檀
信

徒
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
宗
務
所
の
た
め
文
字
通
り

粉
骨
砕
身
の
努
力
を
し
て
く
れ
た
宗
務
所
職
員
に

対
し
、
労
い
の
言
葉
を
か
け
て
頂
き
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
、
紙
面
を
も
っ
て
お
礼
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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令和７年度秋田県宗務所　事業報告
秋田県宗務所事業

令和７年 事　　　業 開催場所 人　　数
４月 21 日 寺族会総会 宗務所 61

５月

8日 布教委員会・布教協議会 宗務所 30
14 ～ 17 日 梅花流全国奉詠大会 沖縄県 42
20 日 婦人会総会 宗務所 20

所報第 140 号発行 予算報告　他

６月

2～７日 特派布教巡回 管内 18 教場 全会場合計　1008
10 ～ 14 日 梅花特派巡回 管内 16 教場 全会場合計　351
17 日 監査会 宗務所 10
27 日 護持会総会・研修会 宗務所 30

７月
15 日 通常所会 宗務所 27

禅の集い 管内 13 会場 全会場合計　509
８月 12 ～ 22 日 宗務所休務 盆休み

９月
17 日 梅花流全県大会 秋田キャッスル 309

所報 141 号発行 決算報告　他

10 月
10 日

現職研修会

歓喜寺 142
　講師　長野県常圓寺 角田 泰隆 老師
　　　　東海学園大学特命副学長
　　　　 　　　　　　　　　上田 紀行 先生
　　　　宗務庁派遣講師 桐野 好覚老師

15 ～ 17 日 本山研修会 永平寺 81

11 月

7 日午前 梅花検定会 ( 全県合同）　 宗務所 17
7 日午後 宗務所寺族集会・研修会 宗務所 36

19 日

禅を聞く会

秋田キャッスル 150
　講師　岩手県北上市
　　　　永昌寺住職 海野 義範 老師
禅センター設立集会

12 月 24 日～１月９日 宗務所休務
令和８年

１月
27 日 宗務所梅花講役員会 宗務所 9

所報 142 号発行 事業報告　他

２月
16 日 婦人会臨時総会 宗務所 18
18 日 諮問委員会・災害対策協議会 宗務所 12

３月
2日 宗務所梅花講講長会 宗務所 20
25 日 通常所会 26
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曹洞宗秋田県宗務所・禅センター令和７年度　事業報告
【禅センター布教部・研修部・梅花部】
NO. 年 月　　　日 開始時間 担当 事　業　名・備　考 人数
1 7 年 ４月４日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 11

2 ５月９日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 13

3 ５月 26 日（月）10 時 00 分 梅花部 講師等研修会 16

4 ６月 20 日（金）10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 10

5 ６月 23 日（月）
10 時 30 分

布教部
写　経　会 16

13 時 30 分 仏教講座① 34

6 ７月３日（木） 13 時 00 分 研修部 研修会① 21

7 ７月４日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 9

8 ９月４日（木） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 10

9 ９月５日（金）
10 時 30 分

布教部
写　経　会�� 13

13 時 00 分 仏教講座② 26

10 ９月 22 日（月） 9時 00 分 布教部 仏教講座・野外研修 36

11 10 月３日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 8

12 11 月５日（水） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 8

13 11 月 19 日（水）13 時 00 分 禅を聞く会（設立集会併催） 150

14 11 月 28 日（金）
10 時 30 分

布教部
写　経　会�� 6

13 時 00 分 仏教講座③ 17

15 12 月５日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 5

16 8 年 ２月２日（月） 13 時 00 分 研修部 研修会② 15

17 ２月６日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 7

18 ３月６日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 7

結制安居修行予定のご寺院様へ

〇結制安居修行を予定している場合、以下の申請書類が必要となります。
・結制安居修行認可申請書　　・任首座認可申請書　　・緋衣被着申請書

－申請に関しての注意事項－
・宗務庁より入制日の１か月前までに、認可を受ける必要があります。
・申請書は宗務所を経由して申請となりますので、３ヶ月前には宗務所への申請をお勧めいたし
ます。

・申請書の訂正などがある場合、認可まで１ヶ月程度の時間を要します。
・入制日を過ぎてからの申請は認可されませんのでご注意ください。
・宗務庁の認可を受けていない場合、掟・口宣・緋衣許状などが送付されませんのでご注意下さい。

－よくある質問事項－
・結制安居の種類について・助化師の資格について　・首座の資格について
・「制中禁足解除願」の申請について　・「解制届」の申請について

結制安居修行予定で、書類を作成する際にはあらかじめ宗務所へご相談下さい。
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令和７年度　曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出決算書

（単位円）

項目 予算額 決算額 増減

歳　入　合　計 54,984,886 54,954,901 △ 29,985

歳　出　合　計 54,984,886 46,135,802 △ 8,849,084

差　引　残　額 0 8,819,099 8,819,099

歳入の部 （単位円）

項目 予算額 決算額 比較増減 備考
１賦　課　金 40,786,800 40,786,800 0

１寺格割 1,844,000 1,844,000 0
格地＠ 10,000 × 24
法地＠ 5,000 × 318
准法地＠ 2,000 × 7
（全寺院数 349 ヶ寺）　

２級階割 35,484,800 35,484,800 0 443,560 点× 80 円

３教師割 3,458,000 3,458,000 0

大教師＠ 42,000 × 1 名
権大教師＠ 30,000 × 63 名
正教師＠ 6,000 × 150 名
一等教師＠ 3,000 × 120 名
二等教師＠ 2,000 × 133 名

２手　数　料 2,000,000 2,160,040 160,040

１手数料 2,000,000 2,160,040 160,040 各申請手数料　宗務所義財　梅花義財
３補　助　金 900,000 695,120 △ 204,880

１補助金 900,000 695,120 △ 204,880
本庁事業補助
本庁事務・旅費補助
梅花補助　教化補助
現職研修会補助 239,000　他

４諸　収　入 3,100,000 3,114,855 14,855

１諸収入 3,100,000 3,114,855 14,855

現職研修会受講料＠ 5,000 × 142 名
現職研修昼食代＠ 1,500 × 70 名
梅花検定料＠ 3,000 × 17 名
全県梅花奉詠大会
　参加料＠ 3,000 × 231 名
　昼食代＠ 1,000 × 273 名
　懇親会費＠ 6,000 × 88 名
　宿泊費＠ 12,000 × 21 名
仏教講座参加料 161,600
　（野外研修含む）
設他設立集会会費・添菜　預金利息　他

５繰　越　金 8,198,086 8,198,086 0
１繰越金 8,198,086 8,198,086 0 前年度繰越金

歳入合計 54,984,886 54,954,901 △ 29,985

第144号 令和８年９月15日（　）6曹洞宗秋田県宗務所所報



項目 予算額 決算額 比較増減 備考
１人　件　費 18,040,000 17,033,430 △ 1,006,570

１役職員手当 5,040,000 5,040,000 0 6 名× 12 ヶ月×＠ 70,000
２書記手当 1,680,000 1,680,000 0 2 名× 12 ヶ月×＠ 70,000
３傭 人 費 200,000 77,000 △ 123,000

４旅　　費 4,000,000 3,513,430 △ 486,570
管区宗連　管区・教化センター事業
本庁会議　各種講演会
本山研修会　他

５費用弁償 6,000,000 5,603,000 △ 397,000
所長8,000　副所長4,000　教化3,000
庶務 7,000　梅花 6,000　人権 8,000
佐々木書記 7,000　高橋書記 7,000

６期末手当 1,120,000 1,120,000 0 8 名× 2×＠ 70,000
２事　務　費 4,700,000 3,172,769 △ 1,527,231

１備 品 費 500,000 93,490 △ 406,510 NAS　コーヒーメーカー等
２通 信 費 1,200,000 879,174 △ 320,826 電話料　郵便料　配送料　他
３印 刷 費 400,000 110,000 △ 290,000 封筒　賞状
４消耗品費 500,000 274,000 △ 226,000 雑貨　事務用品　他

５リース料 1,000,000 848,105 △ 151,895 OA機器 ( コピー機　電話機 )ネット利用料　AED　他
６広 報 費 1,100,000 968,000 △ 132,000 宗務所所報印刷費

３管　理　費 2,900,000 2,135,681 △ 764,319
１維 持 費 800,000 698,980 △ 101,020 保険料　清掃費　警備保障　他
２地　　代 300,000 300,000 0 天徳寺様借地代
３営 繕 費 800,000 279,530 △ 520,470 火災報知器交換　浄化槽跡修繕　他
４光 熱 費 1,000,000 857,171 △ 142,829 電気・ガス・水道・灯油　他

４会　議　費 1,300,000 1,009,192 △ 290,808
１所　　会 1,100,000 928,192 △ 171,808 通常所会 2回

２委 員 会 200,000 81,000 △ 119,000 監査会 1回諮問委員会・災害対策協議会 1回
５事　業　費 10,550,000 9,545,032 △ 1,004,968

１事 業 費 3,000,000 2,750,342 △ 249,658
現職研修 841,182 本山研修 517,678
禅を聞く会・設立集会 1,151,059
寺族会集会補助 90,000

２布教 伝道費 1,000,000 765,820 △ 234,180
特派教場補助 20,000 × 18 教区
特派布教師交通費 245,820
宗務所布教師・教場補助 160,000
（布教師 9名・14 教場）

３梅 花 費 5,300,000 5,264,464 △ 35,536

全国梅花大会 149,834
梅花特派巡回事業 424,840
全県梅花奉詠大会 3,298,461
会議費 100,000 検定会 58,000
師範・詠範の会補助 700,000
同　一泊研修会補助 100,000
梅花養成所　他

４教 化 費 650,000 519,230 △ 130,770 布教委員会・布教協議会 469,230管区寺族会負担金 50,000
５慰 問 費 100,000 120,000 20,000 住職永年勤続 50 年・60 年祝膳料
６人権擁護
推進費 500,000 125,176 △ 374,824 全国人権研修会旅費補助等書籍代　他

歳出の部� （単位円）

第144号7（　）令和８年９月15日 曹洞宗秋田県宗務所所報



項目 予算額 決算額 比較増減 備考
６禅センター 事業費 1,700,000 1,554,383 △ 145,617

１会 議 費 200,000 200,000 0 各会議費　各委員会費
２布教部費 400,000 398,058 △ 1,942 仏教講座　写経会
３研修部費 300,000 251,920 △ 48,080 各種研修会　
４梅花部費 450,000 364,511 △ 85,489 梅花流講習会　　　
５運 用 費 350,000 339,894 △ 10,106 備品　禅を聞く会　他

７補　助　費 6,637,680 6,676,180 38,500
１事務補助 4,078,680 4,078,680 0 所費の 10%各教区へ
２事業補助 349,000 349,000 0 教区主催研修会・寺族研修会補助金
３所護持会補助 0 0 0 宗務所護持会補助
４禅の集い 500,000 538,500 38,500 教区寺院開催補助金

５教化団 補助 1,710,000 1,710,000 0
保護司会 200,000　秋曹青 500,000
寺族会 350,000　婦人会 400,000
布教師の会 200,000　教誨師 60,000

８表　彰　費 200,000 156,382 △ 43,618
１表彰費 200,000 156,382 △ 43,618 住職勤続表彰　寺族表彰

９慶　弔　費 2,500,000 1,320,000 △ 1,180,000
１慶 弔 費 400,000 320,000 △ 80,000 晋山結制・本葬他（計 16 ヶ寺）
２本山慶弔費 100,000 0 △ 100,000

３弔 慰 金 2,000,000 1,000,000 △ 1,000,000 管内寺院住職・東堂 100,000 × 4 名寺族 50,000 × 12 名
10負担金 540,950 540,950 0

１全国 所長会 157,050 157,050 0
全国所長会費　349 ヶ寺×＠ 450
（災害援護金　349 ヶ寺×＠ 100 を
含む）

２布教助成費 209,400 209,400 0 管区費　349 ヶ寺×＠ 600
３管 区 費 174,500 174,500 0 管区費　349 ヶ寺×＠ 500　

11交　際　費 400,000 125,000 △ 275,000
１交 際 費 400,000 125,000 △ 275,000 添菜・祝賀等

12食　糧　費 1,300,000 1,184,177 △ 115,823
１所会食糧費 700,000 678,827 △ 21,173 通常所会 2回
２委員会食糧費 50,000 0 △ 50,000

３所内食糧費 550,000 505,350 △ 44,650 職員昼食代　職員・来客用コーヒー代
13選　挙　費 150,000 0 △ 150,000

１副 貫 首 50,000 0 △ 50,000
２宗務所長 50,000 0 △ 50,000
３宗会議員 50,000 0 △ 50,000

14雑　　　費 150,000 122,626 △ 27,374
１雑　　費 150,000 122,626 △ 27,374 町内会費　新聞購読料　置き薬　他

15予　備　費 3,916,256 1,560,000 △ 2,356,256
１災害見舞金 2,000,000 0 △ 2,000,000 寺院火災見舞金　1ヶ寺分

２記念品代 560,000 560,000 0 役職員退任記念品代 560,000（224 万円を 4年間分割で積立計上）
３基本金操出金 1,000,000 1,000,000 0
４予 備 費 356,256 0 △ 356,256

歳出合計 54,984,886 46,135,802 △ 8,849,084
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令和８年度　曹洞宗秋田県宗務所補正予算書
（単位円）

項目 本年度予算額 補正予算額 増減
歳　入　合　計 55,000,000 54,984,886 △ 15,114
歳　出　合　計 55,000,000 54,984,886 △ 15,114
差　引　残　額 0 0 0

歳入の部 （単位円）

項目 本年度 予算額 補正 予算額 比較増減 備考
１賦課金 40,776,800 40,776,320 △ 480

２級階割 35,484,800 35,500,320 15,520 443,754 点× 80 円（今年度県内寺院級階点数の合計）

３教師割 3,448,000 3,432,000 △ 16,000

大教師＠ 42,000 × 1 名
権大教師＠ 30,000 × 61 名
正教師＠ 6,000 × 157 名
一等教師＠ 3,000 × 120 名
二等教師＠ 2,000 × 129 名

４諸収入 2,000,000 2,300,000 300,000

１諸収入 2,000,000 2,300,000 300,000 追加内容県梅花大会昼食代＠ 1,000 × 300 名
５繰越金 8,823,200 8,819,099 △ 4,101

１繰越金 8,823,200 8,819,099 △ 4,101 前年度繰越金
歳入合計 54,500,000 54,795,419 295,419

項目 本年度 予算額 補正 予算額 比較 増減 備考
２事　務　費 500,000 400,000 △ 100,000

４予 備 費 500,000 400,000 △ 100,000 書籍　事務機器更新他
５事　業　費 9,750,000 10,050,000 300,000

３梅 花 費 4,500,000 4,800,000 300,000 補正内容県梅花大会 2,100,000 → 2,400,000
７補　助　費 7,336,680 4,077,632 99,952

１事務補助 4,077,680 4,077,632 △ 48 所費の 10%各教区へ

５教化団補助 1,710,000 1,810,000 100,000
補正内容
秋曹青　500,000 → 1,000,000
婦人会　400,000 → 0

15予　備　費 3,632,370 3,627,837 △ 4,533
４予 備 費 72,370 67,837 △ 4,533

歳出合計 54,500,000 54,795,419 295,419

歳出の部� （単位円）

令和７年度　曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出剰余金処分

差 引 残 高　8,819,099 円 上記「差引残高」を剰余金として下記の通り処分する。
令和８年度会計「繰越金」に繰り入れる。
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曹洞宗秋田県宗務所条例を、次のとおり変更する

令和８年度宗務所基本金積立会計について
（将来の宗務所改築のための積立）

令和７年度宗務所基本金積立会計報告
項　　目 金　　額 付　記
前年度繰越額 31,564,676 円
一般会計繰入金 1,000,000 円
雑　 収　 入 34,680 円 利息
合　　計 32,599,356 円

新 旧
第９条　通常所会は、毎年３月末までに予算
のための所会、７月末までに前年度の決算の
ための所会とし、宗務所長が招集する。

第 27 条　将来の宗務所改築、修繕等の資金
を積み立てるため、所会の議決を経て、宗務
所基本金を設けることができる。

第９条　通常所会は、毎年３月に予算のため
の所会、７月に前年度の決算のための所会と
し、宗務所長が招集する。

第 27 条　将来の宗務所改築の資金を積み立
てるため、所会の議決を経て、宗務所基本金
を設けることができる。

附　則（　 年　 月　 日）
この変更会則は、令和　年　月　日から施行
する。

令和８年度　基本金積立会計（予算）
項　　目 金　　額 付記
前年度繰越額 32,599,356 円
一般会計繰入金 1,000,000 円
利息（予測） 73,348 円 利息
合　　計 33,672,704 円

令和８年度　基本金積立会計（補正）
項　　目 金　　額 付記

前年度繰越額 32,599,356 円
一般会計繰入金 1,000,000 円 補正無
婦人会会計より 500,000 円 注１
尼僧団会計より 470,491 円 注２
利息（予測） 77,782 円 利息
合　　計 34,647,629 円

　基本金積立金 32,599,356 円を次年度へ
繰越とします。

※　令和７年度利率　0.125％
　　令和８年度利率　0.225%

上記のように予算化しております。
（令和８年３月 25 日予算所会において）
注 1　宗務所婦人会活動停止に伴い、会計が精算され、上記の金額が寄贈されました。
注 2　秋田県尼僧団が活動を停止し、活動残金が、上記のように寄贈されました。
両団体とも当宗務所より補助金を提供しておりましたので、寄贈された次第です。

第144号 令和８年９月15日（　）10曹洞宗秋田県宗務所所報



六
月
二
日
～
五
日
、
三
名
の
特
派
師
範

よ
る
県
内
巡
回
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

～
一
期
一
会
を
大
切
に
～

栃
木
県

長
福
寺
住
職

皆
川
泰
之
特
派
師
範

梅
花
流
を
志
す
皆
様
に
は
お
唱
え
を
学

ぶ
と
同
時
に
お
作
法
も
ぜ
ひ
大
切
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
四
半
世
紀
も
前
の
話
に
な
り
ま
す

が
、
私
が
大
本
山
永
平
寺
さ
ま
で
安
居
し

て
い
た
時
分
に
、
指
導
係
の
古
参
和
尚
さ

ん
が
「
威
儀
即
仏
法
、
作
法
是
宗
旨
。」

と
い
う
言
葉
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
仏
さ
ま
の
性

質
を
持
っ
て
い
る
私
た
ち
は
、
一
挙
手
一

投
足
が
そ
の
ま
ま
仏
さ
ま
の
姿
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
仏
さ
ま
と
し
て
立
ち
居
振

る
舞
い
、
決
め
ら
れ
た
身
だ
し
な
み
や
姿

勢
を
保
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。」

こ
れ
は
、
梅
花
流
に
も
あ
て
は
ま
る
も

の
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
動
き
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と
最
初
は
疑

問
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
決

め
ら
れ
た
所
作
を
少
し
ず
つ
習
得
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
合
理
的

で
美
し
い
動
き
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
い

つ
か
気
付
く
は
ず
で
す
。

ま
た
別
の
古
参
和
尚
さ
ん
は
「
お
坊
さ

ん
は
美
し
い
の
だ
！
」
と
も
お
っ
し
ゃ
っ

て
お
り
ま
し
た
。
言
わ
れ
た
当
時
は
全
く

理
解
で
き
な
い
も
の
で
し
た
が
、
修
行
道

場
で
ご
指
導
い
た
だ
い
た
合
掌
の
形
、
お

辞
儀
の
角
度
、
歩
く
時
の
姿
勢
、
足
音
な

ど
を
徐
々
に
気
を
付
け
る
よ
う
に
な
り
、

や
っ
と
一
人
前
の
修
行
僧
に
な
れ
た
頃
に

は
、
い
つ
の
間
に
か
正
し
い
所
作
も
身
に

つ
き
、
あ
の
時
か
け
て
い
た
だ
い
た
お
言

葉
の
意
味
を
ほ
ん
の
少
し
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

梅
花
流
も
同
じ
で
、
お
唱
え
が
優
秀
で

あ
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
大
切
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
と
同
様
に
先
人
た
ち
が
長

い
年
月
を
か
け
て
培
っ
て
き
た
美
し
い
所

作
を
現
代
の
私
た
ち
が
習
得
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
「
仏
法
の
伝

承
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
気
づ

く
時
が
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

特
に
県
大
会
の
登
壇
奉
詠
の
よ
う
な
場

面
で
は
、
所
作
が
乱
れ
る
こ
と
な
く
み
ん

な
の
動
き
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
が
ど
れ
だ

け
の
美
し
さ
と
感
動
を
生
み
出
す
の
か
は

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

気
心
知
れ
た
仲
間
た
ち
と
日
々
楽
し
く

学
び
な
が
ら
い
つ
の
間
に
か
宗
旨
に
造
詣

が
深
ま
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
そ
れ
が

梅
花
流
の
本
質
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
度
は
貴
重
な
経
験
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

～
改
め
て
梅
花
流
の
法
悦
を
感
じ
た

　
　
　
　
　

秋
田
県
巡
回
を
お
え
て
～

北
海
道
天
童
寺
住
職

大
熊
真
龍
特
派
師
範

二
年
前
は
県
北
を
巡
り
ま
し
た
。
秋
田

は
二
回
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
度
は
県
南

を
中
心
に
巡
回
と
な
り
ま
し
た
。
期
間
中

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
毎
日
が
薫
風
清
々
し

い
青
空
で
し
た
。

各
所
で
田
園
風
景
が
広
が
り
、
沿
岸
地

域
で
は
美
し
い
海
岸
線
が
続
き
、
空
気
は

澄
み
切
っ
て
い
ま
し
た
。
由
利
本
荘
市
、

に
か
ほ
市
か
ら
は
見
事
な
鳥
海
山
を
眺

め
、
各
地
域
で
美
味
し
い
山
の
幸
、
海
の

幸
に
舌
鼓
を
打
つ
事
が
出
来
、ま
た
、人
々

は
情
に
厚
く
温
和
で
「
秋
田
っ
て
良
い
と

こ
ろ
だ
な
ぁ
」
と
改
め
て
思
っ
た
次
第
で

す
。秋

田
県
は
宗
務
所
師
範
会
の
も
と
養
成

所
が
設
置
さ
れ
、
師
範
詠
範
が
日
々
研
鑽

を
積
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
歴
代
に
渡

り
梅
花
流
の
基
礎
を
築
き
あ
げ
て
来
ら
れ

た
大
先
生
方
が
沢
山
お
ら
れ
ま
す
。

巡
回
中
、
私
が
感
じ
た
事
は
、
講
員
様

の
意
識
の
高
さ
も
さ
る
事
な
が
ら
、師
範
、

詠
範
の
皆
様
の
梅
花
流
に
対
す
る
情
熱
で

す
。
普
段
か
ら
各
教
区
、
宗
務
所
な
ど
で

様
々
な
講
習
会
や
研
修
会
を
開
催
さ
れ
て

お
り
、
参
加
者
も
熱
心
に
受
講
し
て
お
ら

れ
る
事
を
伺
い
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
、核
家
族
化
が
進
む
昨
今
、

梅
花
流
人
口
の
減
少
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
依
然
と
し
て
梅
花
流

は
宗
門
の
強
力
な
教
化
活
動
だ
と
思
い
ま

す
。
歌
詞
を
繰
り
返
し
唱
え
る
こ
と
で
仏

教
や
宗
旨
を
分
か
り
や
す
く
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
美
し
い
旋
律
は
心
を
落

ち
着
か
せ
、
法
悦
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
回
の
巡
回
を
通
じ
そ
の
思
い
を
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
秋
田
県
の
皆
様

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

梅
花
流
特
派
巡
回
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六
月
八
日
～
十
三
日
、
三
名
の
特
派
布

教
師
よ
る
県
内
巡
回
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

～
清
ら
か
に
、
温
か
に
、
～

北
海
道

光
明
寺
住
職

冨
田
大
輔
特
派
布
教
師

布
教
や
特
派
巡
回
だ
け
で
は
な
く
、
普

段
か
ら
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え

し
ま
す
。
そ
れ
は「
清
ら
か
に
、温
か
に
、」

で
す
。

三
十
年
近
く
前
に
な
り
ま
す
が
、
大
本

山
永
平
寺
様
に
安
居
し
て
い
ま
し
た
。
安

居
中
は
不
真
面
目
な
私
で
し
た
が
、
な
ん

と
十
五
年
程
前
か
ら
永
平
寺
様
の
二
期
法

要
に
随
喜
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
修
行
僧
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
私
が
修
行
僧
へ
話
し
か
け
る
と
必
ず

﹃
失
礼
致
し
ま
す
。﹄
と
言
っ
て
か
ら
話
し

始
め
ま
す
。
誰
に
話
し
か
け
て
も
、
ど
の

よ
う
な
内
容
で
も
﹃
失
礼
致
し
ま
す
。﹄

と
言
い
ま
す
。
そ
の
場
面
を
振
り
返
り
、

私
も
昔
は
こ
う
だ
っ
た
ん
だ
よ
な
と
改
め

て
思
う
の
で
す
。
い
つ
か
ら
人
を
見
て
答

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
同
じ
僧
侶
な

の
に
先
輩
に
は
敬
語
で
、
後
輩
に
は
普
通

に
答
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
。
僧
侶

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
生
の
先
輩
に

は
敬
語
で
、
後
輩
に
は
普
通
に
答
え
て
、

区
別
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
時
と
場

面
で
使
い
分
け
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
無
い
よ
う
に
と
感
じ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
「
清
ら
か
に
、」
と
は
、
い
つ
ま

で
も
修
行
僧
の
よ
う
に
清
ら
か
で
あ
り
た

い
、
安
居
し
た
ば
か
り
の
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
で
い
た
い
と
、
自
戒
の
念
を
込
め
て

い
る
言
葉
な
の
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
「
温
か
に
、」
は
、
地

域
や
檀
信
徒
さ
ん
に
対
し
て
の
思
い
や
り

の
言
葉
で
す
。
送
行
し
て
か
ら
す
ぐ
現
場

︵
法
事
や
葬
儀
、
月
参
り
︶
へ
伺
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
指
針
に
な
っ
た
の
は

師
匠
や
先
輩
僧
侶
達
の
向
き
合
う
方
法
で

し
た
。と
て
も
親
切
に
、真
剣
に
寄
り
添
っ

て
い
る
姿
に
感
動
し
た
の
で
す
。
お
茶
を

頂
戴
し
な
が
ら
、
膝
を
付
け
合
わ
せ
て
会

話
を
し
て
い
る
様
子
は
、
右
も
左
も
わ
か

ら
な
い
不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
の
私

に
、
心
配
し
な
く
て
大
丈
夫
と
勇
気
を
与

え
て
く
れ
た
の
で
す
。
忙
し
い
時
で
も
、

そ
ん
な
素
振
り
を
見
せ
ず
に
行
う
。
時
間

が
あ
る
時
は
、
ど
っ
し
り
構
え
て
行
う
。

こ
ち
ら
は
い
つ
も
向
き
合
い
方
を
変
え
ず

に
、
常
に
「
温
か
に
、」
接
す
る
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

「
清
ら
か
に
、
温
か
に
、」
と
は
「
欣
求

菩
提
、教
化
衆
生
」
の
取
り
組
み
方
で
す
。

こ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
修
行
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
私
の
生
き
方
で
す
。

～
ご
縁
を
回
ら
す
～

静
岡
県

光
明
寺
住
職

山
内
彰
広
特
派
布
教
師

一
昨
年
に
引
き
続
き
、
こ
の
度
の
秋
田

県
宗
務
所
管
内
特
派
布
教
巡
回
の
仏
縁
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

管
長
様
は
、
苦
し
み
や
悩
み
の
多
い
社

会
に
生
き
る
私
た
ち
の
心
の
安
ら
ぎ
は
、

坐
禅
を
中
心
と
し
た
正
し
い
信
仰
に
も
と

づ
く
生
き
方
で
あ
る
こ
と
を
お
示
し
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
生
き
方
と
は
、
毎

日
が
か
け
が
え
の
な
い
「
縁
」
と
「
い
の

ち
」
の
営
み
で
あ
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気

づ
き
で
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
、
否
応

な
く
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
遮
断
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
当

た
り
前
の
日
常
が
、
ど
れ
ほ
ど
有
り
難
く

尊
い
営
み
で
あ
っ
た
の
か
を
、
私
自
身
深

く
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
日
常
に
対
し
て

不
平
不
満
を
抱
い
て
い
た
自
分
の
愚
か
さ

を
思
い
返
し
、
深
く
恥
じ
入
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
な
お
自
責
の
念
ば
か
り
が

胸
に
湧
き
上
が
っ
て
参
り
ま
す
。

現
代
社
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
が

入
り
交
じ
り
、
更
に
、
戦
争
や
自
然
災
害

な
ど
予
測
で
き
な
い
出
来
事
が
頻
発
す
る

混
迷
し
た
時
代
で
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の

不
安
の
真
っ
只
中
を
生
き
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
一
仏
両
祖
様
の
坐
禅
の
み

教
え
が
、
私
た
ち
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
に

な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
坐
禅

は
、
非
日
常
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
存
在
に
思
い
を
回
ら
し
「
丁
寧

に
今
を
生
き
る
」心
の
働
き
で
あ
り
ま
す
。

「
而
今
な
す
べ
き
こ
と
は
、
心
を
込
め
て

つ
と
め
る
。」

管
長
様
の
こ
の
お
言
葉
は
、「
縁
」と「
い

の
ち
」
の
尊
さ
を
改
め
て
思
い
起
こ
さ
せ

る
、
至
ら
ぬ
私
に
と
っ
て
身
に
沁
み
る
お

示
し
で
あ
り
ま
す
。
不
安
な
こ
の
時
代
に

こ
そ
共
に
学
び
、
大
切
に
し
て
参
り
た
い

み
教
え
で
あ
り
ま
す
。

特
派
布
教
巡
回
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〇
五
月
二
十
一
日

布
教
委
員
会

基
調
講
演
「
Ａ
Ｉ
時
代
の
布
教
一
考
察

～
僧
侶
と
し
て
の
問
い
～
」

講
師

由
利
本
荘
市
永
泉
寺
住
職

猪
股
尚
典
特
派
布
教
師

布
教
委
員
会

「
特
派
巡
回
に
と
も
な
う
布
教
方
針
」

　
　

北
海
道
檜
山
郡

正
覚
院
住
職

松
村
直
俊
特
派
布
教
師

○
六
月
二
十
四
日

監
査
会
（
令
和
七
年
決
算
書
）

○
六
月
三
十
日

宗
務
所
護
持
会
総
会
・
研
修
会

令
和
七
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
・
八
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算

を
満
場
一
致
で
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し

た
。

講
演

田
舎
の
お
寺
は
ま
だ
ま
だ
面
白
い

～
う
ち
の
お
寺
に
、
何
が
で
き
る
か
～

講

師

男
鹿
市
大
龍
寺
住
職

三
浦
賢
翁
老
師

〇
七
月
十
六
日

研
修
部
研
修
会
①

『
法
相
二
巻
鈔
を
読
む
』

講

師

長
野
県
長
國
寺
住
職

柴
田
康
裕
老
師

本
年
度
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
法
相

大
乗
宗
二
巻
鈔
下
」
を
講
師
資
料
の
現
代

語
訳
を
中
心
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。
次
回

は
令
和
九
年
二
月
三
日
の
予
定
で
す
。

〇
七
月
二
十
二
日

通
常
所
会
（
予
算
）

四
～
十
ペ
ー
ジ
に
あ
る
す
べ
て
の
議
案

を
満
場
一
致
で
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し

た
。会

議
開
催
前
に
は
佐
藤
善
廣
人
権
主
事

に
よ
る
人
権
学
習
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

事
業
報
告（
宗
務
所
だ
よ
り
）

第144号13（　）令和８年９月15日 曹洞宗秋田県宗務所所報



五
庵
山
抄

増
加
し
た
地
球
の
行
く
末
に
は
あ
る
程
度

の
生
物
の
淘
汰
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
そ
の
時
に
日
本
人
が
一
番
に
絶
滅
し
て

し
ま
う
の
で
は
』
と
い
う
危
惧
か
ら
過
酷

な
環
境
に
適
応
で
き
る
日
本
人
を
育
て
た

い
。」
既
に
始
ま
っ
て
い
る
変
化
を
受
け

入
れ
、
最
悪
を
想
定
し
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
に
納
得
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

そ
う
い
え
ば
長
男
が
生
ま
れ
た
と
き
、

義
理
の
母
が
「
綺
麗
な
所
で
ば
か
り
育
て

な
い
で
泥
か
ま
し
を
さ
せ
な
さ
い
。」
と

行
っ
て
い
ま
し
た
。
孫
を
丈
夫
に
育
て
よ

う
と
す
る
お
婆
ち
ゃ
ん
の
教
え
は
未
来
へ

の
小
さ
な
警
鐘
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
年

の
既
に
各
地
で
観
測
さ
れ
て
い
る
極
端
な

気
象
現
象
に
未
来
を
憂
慮
し
つ
つ
、
も
う

す
ぐ
帰
っ
て
く
る
子
供
の
部
屋
の
エ
ア
コ

ン
を
点
け
に
行
き
ま
し
ょ
う
か
ね
。

昔
は
良
か
っ
た
？

西
光
寺
住
職

嵯

峨

宗

一

最
近
年
配
の
方
達
が
集
ま
っ
て
話
が
弾

ん
で
く
る
と
必
ず
昔
は
良
か
っ
た
な
あ
と

い
う
結
論
に
な
る
。
若
い
頃
を
懐
か
し
ん

で
の
事
と
思
う
が
、
衣
食
住
何
を
と
っ
て

も
今
の
時
代
の
方
が
は
る
か
に
良
い
。
雲

泥
の
差
で
あ
る
。
そ
の
時
代
を
顧
み
る
と

食
べ
る
物
も
限
ら
れ
、
立
派
な
お
菓
子
な

ど
口
に
入
る
こ
と
な
く
畑
に
植
え
ら
れ
た

物
や
木
の
実
ば
か
り
。
着
る
物
も
古
着
を

繕
っ
て
何
年
も
着
、
住
居
も
冬
に
な
る
と

吹
雪
が
部
屋
に
入
り
込
ん
で
く
る
。
そ
ん

な
生
活
の
何
が
良
く
て
懐
か
し
い
の
か
。

そ
の
中
で
良
か
っ
た
の
は
人
間
の
心
だ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。

現
代
は
詐
取
・
詐
欺
を
生
業
と
す
る
人

間
が
増
え
国
際
的
な
犯
罪
集
団
を
初
め
特

殊
詐
欺
グ
ル
ー
プ
が
限
り
な
く
存
在
し
、

他
人
を
騙
し
悪
へ
の
勧
誘
、
詐
欺
、
強
盗

殺
人
が
後
を
絶
た
な
い
。
虚
偽
の
蔓
延
で

あ
る
。

そ
の
昔
、
混
乱
し
た
中
国
の
社
会
の
中

に
あ
っ
て
「
仁
」
の
思
想
を
精
神
的
な
思

想
と
し
人
間
の
生
き
方
を
追
求
し
た
孔
子

が
、
人
間
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
こ
と
を

一
語
で
答
え
れ
ば
何
で
す
か
と
質
問
さ
れ

躊
躇
な
く
そ
れ
は
「
恕
」
で
あ
る
と
答
え

た
。
又
、
後
の
孟
子
も
「
惻
隠
」
を
説
き

老
子
も
然
り
で
あ
る
。
思
い
や
り
の
心
が

あ
れ
ば
世
は
良
く
な
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ

う
な
時
代
に
あ
ろ
う
と
永
久
不
変
で
あ

る
。
世
界
で
絶
え
間
な
く
続
く
争
い
、
各

種
の
諍
い
も
当
事
者
に
こ
の
心
が
芽
生
え

れ
ば
灯
り
も
見
え
て
く
る
は
ず
だ
が
。
修

証
義
で
も
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
で
同
じ
よ
う

火
宅
と
安
穏

祥
雲
寺
副
住
職

中

村

智

信

悲
願
の
ベ
ス
ト
８
に
は
届
か
な
か
っ
た

も
の
の
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
代
表
の

戦
い
ぶ
り
は
高
い
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
世
界
的
な
酷
暑
下
の
リ
ス
ク

管
理
と
し
て
、
三
分
間
の
ハ
イ
ド
レ
ー

シ
ョ
ン
ブ
レ
イ
ク
が
義
務
化
さ
れ
、
キ
ッ

ク
オ
フ
時
間
の
最
適
化
、
冷
暖
環
境
が

整
っ
た
会
場
で
の
開
催
な
ど
、
気
候
変
動

が
進
む
世
界
に
お
い
て
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
新
し
い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
提
示
し

よ
う
と
す
る
試
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
九
七
二
年
に
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
が
発
表

し
て
研
究
報
告
書
「
成
長
の
限
界
」
は
人

口
増
加
や
経
済
成
長
が
こ
の
ま
ま
続
け

ば
、
百
年
以
内
に
地
球
上
の
資
源
枯
渇
や

環
境
悪
化
に
よ
っ
て
、
人
類
社
会
が
制
御

不
能
に
陥
り
崩
壊
す
る
と
警
告
し
ま
し

た
。
経
済
成
長
真
っ
只
中
の
世
の
中
で

は
、
悪
し
き
教
科
書
と
か
極
端
な
議
論
と

の
評
価
も
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
半
世
紀

を
経
た
今
が
そ
の
「
成
長
」
の
副
作
用
に

あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
今
回
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
開
催
国
で
も
あ
る
某
国
の
リ
ー

ダ
ー
は
、
気
候
変
動
も
で
っ
ち
上
げ
と

言
っ
た
り
、「
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
が
増

え
る
か
ら
海
面
上
昇
も
悪
く
な
い
。」
と

か
特
に
経
済
優
先
の
議
論
で
気
候
変
動
対

策
を
批
判
し
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
の
環
境

変
化
の
前
で
は
ア
ク
セ
ル
全
開
で
突
っ
込

ん
で
行
く
様
な
危
う
さ
を
感
じ
ま
す
。

「
成
長
の
限
界
」
に
影
響
を
受
け
た
元

日
本
代
表
監
督
の
岡
田
武
史
氏
が
代
表
を

務
め
て
い
た
「
地
球
環
境
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

Ｇ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
」（
最
近
の
活
動
は
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
）
と
い
う
任
意
団
体
の
環
境

問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
面
白
い
と
思
い

ま
し
た
。
中
で
も
「
地
球
環
境
が
大
変
だ

と
い
っ
て
も
、
地
球
自
体
は
全
く
平
気
で

人
間
が
大
変
な
だ
け
、
地
球
の
変
化
に
人

間
や
社
会
が
対
応
す
る
の
も
立
派
な
環
境

活
動
。」「
人
口
が
一
世
紀
で
五
倍
近
く
に

─
第
十
六・十
七
教
区
の
皆
さ
ん
の
声
─
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に
諭
し
て
い
る
。「
恕
」
も
又
、
能
く
回

天
の
力
あ
る
こ
と
を
学
す
べ
き
か
。

「
家
門
繁
栄
」・「
子
孫
長
久
」
に
思
う

永
蔵
寺
住
職

戸

部

文

雄

皆
様
毎
日
の
お
務
め
ご
苦
労
様
で
す
。

私
は
檀
家
様
で
お
経
を
上
げ
る
時
は
始
め

に
「
般
若
心
經
」
を
上
げ
ま
す
。
回
向
と

し
て
「
本
尊
上
供
」
を
唱
え
ま
す
。
そ
の

中
に
は
「
家
門
繁
栄
」「
子
孫
長
久
」
と

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
数
年
前
よ
り
私
の

中
で
は
す
ご
く
重
い
言
葉
だ
な
あ
と
思
う

様
に
な
り
ま
し
た
。

永
蔵
寺
で
は
先
々
代
か
ら
地
域
の
子
供

達
を
集
め
て
保
育
所
を
別
棟
で
初
め
ま
し

た
。
一
昨
年
で
七
十
年
を
迎
え
県
内
の
事

業
所
の
中
で
も
古
株
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。
当
時
の
事
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
子
供

達
の
数
が
多
か
っ
た
の
は
確
か
だ
と
思
い

ま
す
。
十
数
年
前
に
は
「
待
機
児
童
」
の

子
供
達
も
お
り
ま
し
た
。
今
思
え
ば
羨
ま

し
く
思
い
ま
す
。
二
十
年
前
に
比
べ
る
と

半
数
な
ど
に
な
り
ま
し
た
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
先
日
葬
儀
の
打

合
せ
で
家
の
方
と
色
々
話
を
聞
く
中
で

「
故
人
の
兄
弟
は
十
三
人
居
ま
し
た
。
何

人
か
は
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
半
数

ほ
ど
が
ん
ば
っ
て
ま
す
よ
。」
と
言
う
話

を
さ
れ
ま
し
た
。
昔
は
十
人
は
当
た
り
前

だ
と
聞
き
ま
し
た
が
十
三
人
は
相
当
大
変

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

「
今
は
皆
、
年
を
取
り
県
外
等
で
楽
し
く

暮
ら
し
て
い
ま
す
。」「
昔
は
よ
く
喧
嘩
を

し
ま
し
た
が
、
今
で
は
皆
、
仲
良
く
た
ま

に
会
っ
て
い
ま
す
。」
な
ど
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
兄
弟
が
居
る
事
が
す
ご
く
頼

り
に
な
る
事
を
し
み
じ
み
と
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

昔
と
今
は
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
先
、「
家
門
繁
栄
」「
子
孫
長
久
」
ど

う
な
る
事
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
皆
様

も
実
感
し
て
い
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う

か
。楽

し
い
や
り
な
お
し

龍
泉
寺
住
職

佐
々
木

誠

宗

漱
石
の
『
そ
れ
か
ら
』
に
、
こ
ん
な
一

節
が
あ
り
ま
す
。『
書
物
は
あ
り
が
た
く

頂
戴
し
た
。（
略
）
実
は
ま
だ
読
ま
な
い
。

白
状
す
る
と
、
読
む
閑
が
な
い
と
云
ふ
よ

り
、
読
む
気
が
し
な
い
の
で
あ
る
。
も
う

一
層
露
骨
に
云
へ
ば
、
読
ん
で
も
解
ら
な

く
な
っ
た
の
で
あ
る
。』
若
い
頃
か
ら
、

な
ん
と
い
う
こ
と
の
な
い
こ
の
く
だ
り
が

妙
に
気
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

最
近
、
実
感
と
し
て
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
実
感
を
言
葉
に
し
て
端
的
に
言
え
ば

「
残
り
カ
ス
で
生
き
て
い
る
」
で
し
ょ
う

か
。
と
は
い
え
、
元
々
素
晴
ら
し
い
何
か

で
あ
っ
た
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

「
こ
れ
は
い
よ
い
よ
ダ
メ
だ
わ
」
と
、
焦

燥
感
だ
け
が
募
っ
て
い
く
と
い
う
現
実
。

そ
こ
で
、今
更
な
が
ら
「
五
蘊
」「
十
二

縁
起
」
と
い
っ
た
言
葉
か
ら
学
び
直
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。
言
葉
の
意
味
を
厳
密
に

追
っ
て
こ
な
か
っ
た
悔
い
は
あ
り
ま
す

が
、
悔
い
た
と
こ
ろ
で
ど
う
な
る
も
ん
で

も
あ
り
ま
せ
ん
し
ね
。
そ
こ
で
気
付
い
た

の
で
す
が
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
学
ん
で

き
た
の
は
、
実
は
概
念
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
名
付
け
ら
れ
た
「
言
葉
」
に
す
ぎ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
？
と
い
う
こ
と
。

た
と
え
ば
、
質
量
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う

語
も
、
そ
の
概
念
を
知
ら
な
け
れ
ば
意
味

を
持
ち
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
私
た
ち
は
、
概

念
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
名
前
と
し

て
の
言
葉
だ
け
を
学
ん
で
き
た
の
で
あ

り
、言
葉
の
意
味
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
は
、

概
念
そ
の
も
の
へ
の
理
解
が
曖
昧
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ

れ
は
な
か
な
か
由
々
し
き
事
態
で
す
よ
。

わ
か
り
き
っ
た
と
思
っ
て
い
る
言
葉
ほ

ど
、
も
う
一
度
学
び
直
す
価
値
が
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば
、
残
り

カ
ス
だ
っ
て
、
も
う
一
度
く
ら
い
は
味
わ

い
を
取
り
戻
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
。

あ
き
た
舞
妓
と
塗ず

香こ
う

体
験

永
泉
寺
住
職

寿す

松ず

木き

宏

毅

今
年
六
月
、
二
十
人
の
檀
家
さ
ん
と
御

本
寺
で
あ
る
秋
田
市
の
天
徳
寺
様
を
お
参

り
し
、
そ
の
後
、
千
秋
公
園
内
の
「
あ
き

た
舞
妓
、
松
下
劇
場
」
で
あ
き
た
舞
妓
の

舞
踊
公
演
を
鑑
賞
し
た
。
そ
こ
で
思
い
も

し
な
か
っ
た
塗
香
の
体
験
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

塗
香
と
は
、
仏
教
で
身
を
清
め
る
た
め

に
用
い
る
粉
末
の
お
香
で
あ
る
。
こ
の
お

香
を
手
に
す
り
込
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
身し

ん
口く

意い

の
三
業
を
清
め
邪
気
を
払
う

こ
と
と
さ
れ
、
古
来
よ
り
用
い
ら
れ
て
き

た
。
カ
タ
ツ
ム
リ
に
似
た
黒
壇
の
塗
香
入

れ
を
見
る
こ
と
も
、
使
う
こ
と
も
私
は
し

ば
ら
く
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

あ
き
た
舞
妓
で
の
塗
香
の
使
い
方
は
、

一
、
指
ひ
と
つ
ま
み
の
塗
香
（
お
香
）

を
左
手
に
受
け
る
。

二
、
右
手
で
塗
香
を
左
手
手
首
に
つ
け

る
。

三
、「
シ
ン(

身)

、ク
ウ(

口)

、イ
ー
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(

意)

」
と
唱
え
な
が
ら
右
手
首

と
左
手
首
を
三
回
擦
り
合
わ
せ

る
。

で
あ
っ
た
。
両
手
の
動
作
と
共
に
、
塗
香

の
良
い
香
り
が
そ
の
場
に
漂
っ
て
く
る
。

身
と
心
の
浄
化
を
わ
か
り
や
す
く
お
客
様

に
説
明
し
て
く
れ
た
。

一
方
、
道
元
禅
師
様
の
正
法
眼
蔵
「
洗

浄
」
に
巻
に
は
塗
香
の
作
法
が
次
の
よ
う

に
示
さ
れ
る
。

ま
ず
は
塗
香
を
左
手
に
の
せ
て

「
両
手
を
あ
わ
せ
て
も
み
あ
わ
す
れ
ば
、

そ
の
香
気
お
の
づ
か
ら
両
手
に
薫
す
」と
。

東
司
（
ト
イ
レ
）
で
用
を
済
ま
せ
た
後

に
、
手
を
丁
寧
に
洗
う
だ
け
で
は
な
く
、

塗
香
を
用
い
て
両
手
に
こ
す
っ
て
も
み
あ

わ
せ
る
と
い
う
の
だ
。
両
手
に
そ
の
香
り

が
自
然
に
立
ち
上
が
る
。
実
に
丁
寧
に
洗

練
さ
れ
た
作
法
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

仏
道
で
は
常
に
足
元
を
大
事
に
せ
よ
と

い
う
。
仏
道
の
営
み
を
回
復
さ
せ
て
い
く

と
き
足
元
と
同
時
に
手
元
の
所
作
や
作
法

も
、
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
塗

香
体
験
は
、
新
鮮
な
感
覚
で
そ
の
こ
と
を

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。

恵
み
の
雨

大
川
寺
住
職

棟

方

宣

之

「
鬱
」
と
い
う
字
は
、「
う
つ
」
と
読
み

ま
す
。
読
む
の
も
、
書
く
の
も
大
変
な
字

で
す
。
で
も
、こ
の
字
で
出
来
た
言
葉
を
、

私
達
は
意
外
と
使
っ
て
い
る
の
で
す
。
た

と
え
ば
、
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
で

は
、
人
々
の
不
平
不
満
は
「
う
っ
積
」
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
状
態
が
長

く
続
く
と
、
心
は
「
憂
う
つ
」
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

ま
し
て
、
ど
ん
よ
り
し
た
梅
雨
空
を
眺

め
る
と
、
誰
も
が
「
う
っ
陶
し
い
」
気
分

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
時
に
、
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る

の
は
、
紫
陽
花
の
花
々
で
す
。
誰
も
が
い

や
が
る
雨
の
中
で
、
生
き
生
き
し
て
い
る

そ
の
姿
を
見
る
と
、
水
っ
て
や
っ
ぱ
り
大

切
な
ん
だ
な
と
考
え
直
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

か
つ
て
私
達
の
国
、
日
本
に
は
、「
瑞

穂
の
国
」
と
い
う
美
し
い
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。
瑞
穂
と
は
、
み
ず
み
ず
し
い
稲
の

穂
を
こ
と
。
そ
の
稲
穂
で
色
取
ら
れ
た
平

和
な
世
界
と
い
う
の
が
、
古
代
の
人
々
が

イ
メ
ー
ジ
し
た
私
た
ち
の
国
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
休
耕
田
が
増
え
、
荒
れ

果
て
た
農
地
が
多
く
な
っ
た
風
景
を
見
る

に
つ
け
、
渇
き
き
っ
た
現
代
人
の
心
を
思

わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

「
鬱
」
に
は
、
こ
ん
も
り
と
生
い
茂
る

と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
雨
を
恵
み
受

け
止
め
る
心
の
ゆ
と
り
を
取
り
戻
し
た
い

も
の
で
す
ね
。

報
恩
感
謝

脚
下
照
脚

曹
渓
寺
住
職

蛭

川

学

佑

平
成
二
十
九
年
に
住
職
に
就
任
し
て
以

来
、
早
い
も
の
で
約
十
年
の
歳
月
が
た
ち

ま
し
た
。晋
山
結
制
法
要
を
始
め
と
し
て
、

山
内
整
備
、
諸
行
事
、
寺
檀
和
合
の
努
力

等
、
我
な
が
ら
中
々
に
濃
い
、
充
実
し
た

十
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
近
少
し
落
ち
着
い
た
せ
い
な
の
か
、

そ
れ
と
も
年
を
取
っ
た
せ
い
な
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
安
居
中
に
恩
師
に
教
わ
っ

た
さ
さ
や
か
な
事
、
亡
き
父
、
先
代
に
言

わ
れ
た
細
か
い
注
意
が
妙
に
頭
を
よ
ぎ
り

ま
す
。

・
常
に
足
袋
の
裏
を
気
に
し
な
さ
い
。

　
　
お
檀
家
さ
ん
は
見
て
い
ま
す
。

・
襖
と
敷
居
に
挟
ま
っ
た
埃
を
取
り
な

さ
い
。

・
教
区
の
和
尚
様
方
や
葬
儀
屋
さ
ん
と
、

あ
ま
り
飲
み
歩
い
た
り
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。（
こ
れ
は
あ
ま
り
守
れ
て

は
い
ま
せ
ん
。）

・
朝
課
の
時
は
朝
課
の
声
、
葬
儀
の
時

は
葬
儀
の
声
、
そ
の
場
に
合
っ
た
声

を
出
し
な
さ
い
。

・
お
焼
香
の
時
、
お
拝
の
時
、
必
ず
仏

様
を
仰
ぎ
見
な
さ
い
。

・
お
檀
家
さ
ん
が
年
上
で
も
年
下
で
も

常
に
丁
寧
な
言
葉
を
使
い
な
さ
い
。

・
お
斎
の
時
は
、
注
ぎ
に
来
て
く
れ
た

方
に
失
礼
だ
か
ら
、
ビ
ー
ル
か
日
本

酒
に
し
な
さ
い
。

・
座
布
団
を
し
く
時
は
、
表
裏
、
向
き

を
き
ち
ん
と
し
な
さ
い
。

・
お
寺
は
つ
ぶ
れ
な
い
と
思
っ
て
甘
え

た
り
、
い
い
加
減
な
事
を
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
等
々

ど
れ
も
当
た
り
前
の
事
ば
か
り
で
す

が
、忘
れ
が
ち
な
事
で
も
あ
り
ま
す
。
又
、

親
の
小
言
と
冷
酒
は
後
で
効
く
と
い
う
も

の
本
当
だ
な
と
思
い
ま
す
。

色
々
と
親
切
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
師

の
恩
に
改
め
て
感
謝
す
る
と
共
に
、
日
々

脚
下
を
照
顧
し
続
け
る
自
分
で
あ
り
た
い

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。
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去
來
す
る
も
の

満
友
寺
住
職

鎌

田

俊

龍

こ
の
原
稿
の
依
頼
を
い
た
だ
い
た
頃
、

私
は
住
持
職
を
副
住
職
に
譲
る
た
め
の
申

告
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
諸
手
続
き

も
整
い
、
先
日
、
宗
務
所
へ
申
請
書
を
提

出
し
た
ば
か
り
で
す
。
そ
の
時
点
で
は
、

住
職
交
代
と
い
う
節
目
に
、
特
別
な
感
慨

を
抱
い
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

と
こ
ろ
が
七
月
二
十
一
日
、
母
校
・
横

手
高
校
野
球
部
が
五
十
七
年
ぶ
り
に
甲
子

園
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
周
囲
も
沸
き

立
ち
、
私
自
身
も
胸
の
内
が
少
な
か
ら
ず

揺
り
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
七
年
前
、
高
校
一
年
生
の
私
は
、

ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
決
勝
戦
の
実
況
に
耳

を
傾
け
、
昂
ぶ
る
気
持
ち
を
抑
え
き
れ
ず

に
い
ま
し
た
。
そ
の
記
憶
は
、
半
世
紀
前

の
自
分
が
、
何
か
し
ら
「
青
雲
の
志
」
と

呼
べ
る
も
の
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
、
ふ

と
鮮
や
か
に
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。

で
は
、
そ
の
若
き
日
の
自
分
は
、
い
ま

住
職
交
代
の
節
目
を
迎
え
て
現
在
の
私

を
、
ど
の
よ
う
に
見
る
だ
ろ
う
か
。
そ
ん

な
思
い
が
湧
き
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
長

年
背
負
っ
て
き
た
も
の
を
手
放
す
こ
と
へ

の
寂
し
さ
や
、
次
の
世
代
に
道
を
開
く
と

い
う
安
堵
の
気
持
ち
と
共
に
、
言
い
よ
う

の
な
い
想
念
が
静
か
に
去
来
し
て
い
ま

す
。貪

り
の
手
綱
を
引
く

満
友
寺
副
住
職

鎌

田

龍

政

永
平
寺
を
離
れ
て
、
肉
付
き
が
よ
く

な
っ
て
き
た
今
日
こ
の
頃
。
ふ
と
感
じ
た

こ
と
で
あ
る
。

宗
門
で
は
食
事
の
際
、
作
法
を
修
め
、

偈
文
を
唱
え
る
。
特
に
五
観
の
偈
に
示
さ

れ
る
「
心
を
防
ぎ
過
を
離
る
る
こ
と
は
、

貪
等
を
宗
と
す
」
は
、
常
日
頃
か
ら
心
に

置
い
て
お
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
五
観
の

偈
は
、他
の
禅
宗
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

他
の
宗
派
で
は
「
心
を
防
ぎ
、
過
、
貪
等

を
離
る
る
を
宗
と
す
」
と
読
み
下
し
て
い

る
よ
う
だ
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
意
味
を
捉

え
や
す
い
よ
う
に
も
感
じ
る
。
ど
ち
ら
が

正
し
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う

が
、「
貪
等
を
宗
と
す
」
と
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
こ
の
よ
う
な
時

に
思
い
出
す
の
は
、
安
居
中
の
実
践
経
験

で
あ
る
。

安
居
中
の
僧
堂
飯
台
。
時
が
至
る
と
静

寂
の
中
、
僧
堂
に
大
衆
が
集
ま
り
、
鳴
ら

し
物
が
山
内
に
時
を
知
ら
せ
る
。
声
を
発

す
る
こ
と
な
く
、
鳴
ら
し
物
、
音
に
従
い

食
亊
作
法
を
進
め
る
。
浄
人
は
な
る
べ
く

音
を
立
て
ぬ
よ
う
、
し
か
し
迅
速
に
給
仕

を
す
る
。
ま
さ
に
心
を
防
ぎ
過
を
離
る
る

様
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
厳
粛
な
空
間
で

あ
っ
て
も
、
貪
り
と
い
う
毒
は
ま
ざ
ま
ざ

と
現
成
す
る
。
空
腹
に
勝
て
ず
、
お
粥
、

香
飯
、
香
汁
を
必
要
以
上
に
応
量
器
に
い

た
だ
き
古
参
和
尚
に
ご
指
導
さ
れ
る
。
古

参
で
あ
っ
て
も
炊
き
込
み
ご
飯
、
味
付
き

粥
は
普
段
よ
り
多
く
給
仕
し
て
も
ら
う
。

こ
の
よ
う
な
場
面
は
珍
し
い
光
景
で
は
な

い
。
厳
粛
に
修
行
し
て
い
る
は
ず
で
も
、

気
を
抜
く
と
貪
り
が
ふ
つ
ふ
つ
と
現
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
否
定
す
る
の
で

な
く
、
貪
り
を
離
れ
て
食
事
を
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
厳
粛
な
僧
堂
に
お
い
て
も
難

し
い
と
い
う
現
実
を
受
け
入
れ
る
。
離
れ

る
の
で
は
な
く
、
い
つ
で
も
自
分
の
根
本

に
は
貪
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
観
察
で

き
る
か
が
大
切
な
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ

そ
、「
心
の
散
乱
を
防
ぎ
、
過
ち
を
犯
さ

な
い
よ
う
、
貪
り
が
根
本
と
し
て
現
成
し

て
い
る
こ
と
を
観
察
せ
よ
」「
心
を
防
ぎ

過
を
離
る
る
こ
と
は
、
貪
等
を
宗
と
す
」

と
宗
門
で
は
お
唱
え
す
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

貪
り
は
時
と
し
て
、
他
人
を
、
自
身
を

傷
つ
け
る
。
日
々
反
省
の
多
い
私
自
身
、

食
事
の
時
の
み
な
ら
ず
常
に
貪
り
を
観
察

し
、
手
綱
を
引
く
こ
と
を
心
掛
け
た
い
。

秋
田
の
人
口
減
少
と

　
　
　
墓
じ
ま
い
に
つ
い
て

圓
福
寺
住
職

下

釜

瑞

希

近
年
、
秋
田
県
で
は
急
激
な
人
口
減
少

と
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
の
姿
も
大
き
く

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
や
孫
が
県

外
へ
出
て
、
実
家
を
継
ぐ
人
が
い
な
い
。

お
墓
を
守
る
人
も
い
な
い
。
そ
う
し
た
中

で
、「
自
分
た
ち
の
代
で
墓
じ
ま
い
を
し

た
い
」
と
考
え
て
い
る
方
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
私
は
、
墓
じ
ま
い
が
増
え
て
い
る

こ
と
を
、
単
純
に
「
先
祖
を
大
切
に
し
な

く
な
っ
た
」
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。遠
方
に
住
ん
で
い
た
り
、

高
齢
に
な
っ
て
墓
参
り
が
難
し
く
な
っ
た

り
、
将
来
お
墓
を
守
る
人
が
い
な
か
っ
た

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
や
む
を
得
な
い
事
情
が

あ
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
墓
石
を
残
す

こ
と
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
お
墓
の

形
が
変
わ
っ
て
も
、
亡
き
人
を
思
い
、
手

を
合
わ
せ
、
感
謝
す
る
心
ま
で
な
く
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
墓
じ
ま
い
を
し

て
永
代
供
養
や
合
祀
墓
に
移
っ
た
と
し
て

も
、
ご
先
祖
様
と
の
ご
縁
は
続
い
て
い
き
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ま
す
。
家
も
地
域
も
、
そ
し
て
お
墓
も
、

時
代
と
と
も
に
形
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
形
が
変
わ
っ
て
も
「
亡
き
人
を

大
切
に
思
う
心
」「
今
を
生
き
て
い
る
こ

と
へ
の
感
謝
」「
次
の
世
代
へ
命
を
つ
な

い
で
い
く
心
」は
、私
た
ち
が
大
切
に
守
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
お
寺
は
、
た
だ
「
お
墓
を

守
り
ま
し
ょ
う
」と
言
う
だ
け
で
は
な
く
、

檀
家
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
に
合
っ
た
供
養
の
形
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
墓
じ
ま

い
に
よ
っ
て
お
墓
が
な
く
な
っ
て
も
、
先

祖
と
の
ご
縁
ま
で
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
形
に
と
ら
わ
れ

ず
、
手
を
合
わ
せ
る
心
を
次
の
世
代
へ
伝

え
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
お
け
る
お
寺
の
大
切
な
役
割
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

～

ト
ピ
ッ
ク
ス

～

〇
東
北
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
設
立
五
十
周

年
記
念
式
典
が
六
月
十
八
日
に
仙
台
市
江

陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
袴
田
所
長
も
功
労
者
と
し
て
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

〇
所
報
一
四
三
号
訂
正

三
・
五
ペ
ー
ジ
の
現
職
研
修
講
師
紹
介

文
章
中
、
工
藤
英
勝
先
生
の
肩
書
き
に
関

し
て
、
同
じ
く
講
師
の
元
駒
澤
大
学
仏
教

学
部
教
授
の
佐
藤
秀
孝
先
生
と
併
記
す
る

こ
と
で
誤
解
を
与
え
る
表
記
が
あ
り
ま
し

た
。「
近
代
仏
教
史
家
工
藤
英
勝
先
生
」

と
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

～～～　一 般 公 開 講 座　～～～
曹洞宗秋田県第九教区
由紀さおり 講演会

――　美しい日本語の歌を伝えたい　――

日　　　時　　令和 8年 10 月 31 日（土）
　　　　　　　開場　13：30　　開演　14：00
会　　　場　　能代市文化会館大ホール
　　　　　　　〒 016-0842 秋田県能代市追分町 4-26
入　場　料　　1,000 円（小学生以下無料）
　　　　　　　※全席自由：未就学児入場不可
後　　　援　　能代地区保護司会・秋田県厚生保護女性連盟
お問い合せ　　主催　曹洞宗秋田県第九教区（事務局）
　　　　　　　　　　清徳寺（二ツ井町）TEL 0185-73-2450
　　　　　　　　　　龍江寺（三 種 町）TEL 0185-87-2871
プレイガイド　　能代山本地域曹洞宗各寺院・能代市文化会館TEL 0185-54-8141
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